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1.1 ／ 電気設備の基礎知識

■ 1.1.1 ／ 電気工作物の定義

私たちが維持管理する建物に設置されている建築設備機器が正常に稼働するためには、

電気が必要となります。

電気は、発電所から送電線、変電所を経て建物で受電され、建物内の建築設備へ適切な

電圧に変圧され送られています。

発電～受電・配線設備までを「電気工作物」と呼びます。

図 1.1　電気工作物と電気の流れ

電気を作る 電気を送る 電気を使う

電気工作物とは発電、変電、送電、配電または電気の使用のために設置する工作物（機

械、器具、ダム、水路、貯水池、電線路など）をいい、事業用電気工作物、一般用電気工

作物があります。（経済産業省HP）

■ 1.1.2 ／ 国内電気の周波数

図 1.2　国内の周波数

60
Hz

発電機は、アメリカから神戸へ

発電機は、ドイツから横浜へ

50
Hz
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直流と交流の歴史

電気は高電圧の方が、電気のロスがなく遠くまで送れます。しかし直流の電気は、電圧

の上げ下げ、変圧ができません。このため、家庭で使われるのと同じ電圧で送電しなくて

はならず、ロスを防ぐため、需要家の近くに発電所が必要です。

交流は、変圧が自由自在にできます。発電所から高電圧で送電し、需要家用に変圧し電

圧を下げることができるため、発電所の数も少なくてすみます。

交流発電所が採用され、電力供給事業がなりたった経緯があります。

しかしながら、交流発電機を海外から東日本は 50Hz 用、西日本に 60Hz 用が輸入され

たことに始まり現在に至っています。

■ 1.1.3 ／ 電気工作物の種類

（1）電気工作物

図 1.3　電気工作物の種類

電気工作物 事業用電気工作物

自家用電気工作物

一般用電気工作物

①　事業用電気工作物

事業用電気工作物とは電気事業に使用するための電気工作物をいいます。

また、電気事業法に基づいて事業用電気工作物を設置するためには、保安規程の

届出や主任技術者の選任などの安全の確保のための措置をとらなければ設置できま

せん。

（例）電力会社や工場などの発電所、変電所、送電線、配電線、需要設備

②　自家用電気工作物

電気事業の用に供する事業用電気工作物以外の事業用電気工作物をいいます。

（例）�発電所、変電所、送電線、配電線、工場・ビルなどの 600Vを超えて受電

する需要設備

③　一般用電気工作物

一般用電気工作物とは比較的電圧が小さく安全性の高い電気工作物をいい、一般

用電気工作物を設置するためには保安規程の届出や主任技術者の選任などが不要で

あるため、一般家庭等に容易に設置することができます。
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2.1 ／ 空気調和設備　機器：冷却塔（クーリングタワー）

■ 2.1.1 ／ 概要

（1）冷却塔とは

冷却塔は、水が液体から気体へ変化するときにまわりから熱を奪うという性質を

利用して、水を冷却する装置です。

冷却効果を得るために、送風機を運転し水の蒸発（潜熱）を促します。

冷却塔によって冷やされた水を冷却水と呼び、冷凍機の凝縮熱処理水として冷凍

機と冷却塔間を冷却水ポンプにより循環しています。

（2）冷却塔の役割

水冷式の凝縮器で冷媒より熱を奪った冷却水をそのまま捨てるのは不経済です。

冷却水を循環させ、温度が高くなった冷却水をクーリングタワーに導き、クーリン

グタワーの上部に送風機で空気を吸い上げるように回転させ、その下より冷却水を

流し落とし、冷却水が充填材の間を均一に流れ落ち、冷却水と空気との接触により

冷却水のー部が蒸発し、水の蒸発潜熱により冷却され、冷却水ポンプにより凝縮器

に送られます。この循環を繰り返すことにより、冷却水を再利用できます。

冷却塔は、水が自然に蒸発する作用と大気の通風によって冷却する構造のため、

外気の湿球温度より低く冷却することはできません。一般的に、冷却塔からの冷却

水の出口温度は、25〜 35℃程度で運転するように設定されています。

写真 2.1　冷却塔外観 写真 2.2　冷却水ポンプ外観



39

２
章　

空
気
調
和
設
備

第　章 空気調和設備2

図 2.1　冷却水の循環

冷却水
ポンプ

冷凍機

冷却塔 冷却した水

温まった水
送風機

（3）冷却塔の種類

構造・冷却方法の違いによって冷却塔を分類すると、開放式と密閉式の 2種類が

あります。

①　開放式

冷凍機や冷蔵庫内を循環する冷

却水を、直接外気に触れさせて冷

却するので、外気や周囲の環境に

より冷却水の水質が悪くなる可能

性があります。そのため、配管や

冷凍機等に腐食、スケール、スラ

イムが発生しないようにする必要

があります。

②　密閉式

冷凍機や冷蔵庫内を循環する冷

却水を、熱交換器の管内に流し、

管外側に冷却用の散布水と外気を

通風させ、冷却する構造のもので

す。

最大の特徴は、冷却水が直接外

気に触れないため、配管や冷凍機

等の腐食が起きにくいことですが、

散布水は、開放式と同様に水質を

管理する必要があります。

図 2.2　開放式冷却塔

冷却水を滴状にして表面積の大きな充填材に流すことで、
水の一部を蒸発（潜熱）させ、残りの水を冷却する。

電動機

送風機

散水装置散水装置

冷却水 冷却水

冷却水

図 2.3　密閉式冷却塔

散布水
ポンプ

冷却水管

電動機

送風機
散水装置

散布水散布水 散布水散布水
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3.1 ／ 給排水衛生設備　機器：受水槽及び高置水槽

■ 3.1.1 ／ 概要

受水槽

施設内へ配水するために、水道局から供給される水を一時ためておく設備。受水槽は、

水道法に基づく内部清掃時に、断水することなく清掃作業を行うために、一般的に 2槽

式構造となっています。

10㎥（10トン）以上の貯水槽は「簡易専用水道」に分類されるので、水道法により 1

年に 1回以上の貯水槽清掃と水質検査が義務付けされています。

高置水槽（高架水槽）

揚水ポンプで受水槽の水を高所にある高置

（高架）水槽に送り、高置水槽から重力により

各階に給水するものです。圧力変動がほとん

どなく一定で配水できます。

受水槽と配管類の構成例

高置水槽と配管類の構成例

連結管

連結管

定水位弁

ウォーターハンマー
防止器

受水槽

凡例 止水バルブ
定水位弁

揚水
ポンプ

電極棒

排水

オーバーフロー管

吐水口空間

定水位弁
受水槽側面などに
設置

マンホール

マンホール

電極棒

電極棒

水位

給水管

排水ホッパー

揚水管
排水管

フレキシブルジョイント（FJ）

FJ

排水
ホッパー

マンホール

通気口

電極棒

ボールタップ

オーバーフロー管

図 3.1　水槽の概要

P P ：揚水ポンプ受水槽

高置水槽
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図 3.2　受水槽と高置水槽の概要

受水槽と配管類の構成例

連結管

連結管

高置水槽と配管類の構成例

定水位弁

ウォーターハンマー
防止器

受水槽

凡例 止水バルブ
定水位弁

揚水
ポンプ

電極棒

排水

オーバーフロー管

吐水口空間

定水位弁
受水槽側面などに
設置

マンホール

マンホール

電極棒

電極棒

水位

給水管

排水ホッパー

揚水管
排水管

フレキシブルジョイント（FJ）

FJ

排水
ホッパー

マンホール

通気口

電極棒

ボールタップ

オーバーフロー管

■ 3.1.2 ／ 点検項目

受水槽及び高置水槽

①　槽内外部

ア．槽内堆積物及び汚れ　　　　　　目視による点検

イ．外部異常　　　　　　　　　　　目視、操作による点検

②　水位制御弁

ボールタップ及び　　　　　　　　　目視による点検

定水位弁の作動確認（受水槽）

③　電極棒

電極棒状態確認　　　　　　　　　　目視による点検

電極と水位

④　止水バルブ

バルブ開度　　　　　　　　　　　　目視による点検

漏水

⑤　フレキシブルジョイント

漏水　　　　　　　　　　　　　　　目視による点検
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4.1 ／ 防災設備　機器：消火器

■ 4.1.1 ／ 概要

（ 1）消火器の配置

防火対象物の構造、用途及び広さなどにより消火器の大きさ、本数が消防法施行

規則第 6条及び第 7条で定められています。

ア　消火器具は歩行距離 20m以内に設置します。（大型消火器は 30m以内。）

イ　指定数量の 500 倍以上の指定可燃物を貯蔵し、または取り扱う場所では各部分

から歩行距離 30m以内に大型消火器を設置することとなっています。

ウ　変圧器、配電盤その他これらに類する電気設備があるときは、電気設備に適応す

る消火器を電気設備のある場所の各部分から歩行距離 20m以内になるように配置

します。

エ　鍛造場、ボイラー室、乾燥室その他多量に火気を使用する場所についても、それ

に適応する消火器を各部分から歩行距離 20m以下になるように配置します。

オ　消火器具は床面からの高さが 1.5m以下の箇所に全体が収まるように設置し、標

識板（短辺 8cm、長辺 24cm以上）を設置します。

（標識は地を赤色、文字を白色として見やすい位置に設置する。）

（ 2）消火器の種類

消火器には水消火器、強化液消火器、酸アルカリ消火器、化学泡消火器、機械泡

消火器、二酸化炭素消火器、ハロゲン化物消火器、粉末消火器があり、消火器によっ

て適応する火災が異なりますので、場所に応じた適応消火器を設置します。

■ 4.1.2 ／ 点検項目（目視点検）

（ 1）設置場所に置いてあるか。

（ 2）消火薬剤の漏れ、消火器本体に変形、損傷、腐食等がないか。

（ 3）安全栓が外れていないか。安全栓の封が脱落していないか。

（ 4）ホースに変形、損傷、劣化等がなく、内部に詰まりがないか。

（ 5）圧力計が指示範囲内にあるか。（蓄圧式消火器の場合。）
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（ 6）消火器標識板に損傷はないか。

（ 7）消火器格納庫に錆、変形、扉の脱落や損傷がないか。

■ 4.1.3 ／ 点検箇所

写真 4.1　消火器点検箇所

安全栓
が外れ
ていないか

外観に変形等がないか 消火器の底付近に錆や
腐食等がないか

蓄圧式消火器の圧力ゲージが指示範囲
（緑枠）内に入っているか

写真 4.3　消火器格納箱

ホースに変形、損傷、劣化等がなく、
内部に詰まりがないか

写真 4.2　消火器点検箇所

安全栓の封が外れていないか

屋外設置の消火器については消火器収納箱に錆、変形、扉の脱落等の損傷がないか


